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『
春
秋
』
の
経
文
は
千
八
百
餘
條
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
、
災
異
を
記
し
た
も
の
は
、
筆
者
の
勘
定
が
正
確
な
ら

ば
、
百
三
十
九
條
あ
る
。
内
繹
は
、
公
羊
博
文
に
「
記
災
」
と

あ
る
も
の
十
六
條
、
「
有
天
災
」
と
あ
る
も
の
一
條
、
偲
文
は

な
い
が
「
災
」
と
推
定
で
き
る
も
の
四
十
二
條
、
ま
た
、
停
文

に
「
記
異
」
と
あ
る
も
の
三
十
二
條
、
偲
文
は
な
い
が
「
異
」

と
推
定
で
き
る
も
の
四
十
八
條
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
災
」
が

五
十
九
條
と
、
「
異
」
が
八
十
條
と
で
、
都
合
百
三
十
九
條
に

な
る
の
で
あ
る
が
、
何
休
は
そ
の
『
春
秋
公
羊
経
偲
解
詰
』
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
全
て
に
も
れ
な
く
注
を
施
し
て
い
る
〔
ま
れ

に
嘗
該
箇
所
に
注
が
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
他
の
箇
所
の
注
で
必
ず
そ
れ
に
ふ
れ
て
い
る
〕
。
本
稿

は
じ
め
に 災

異
説
の
構
造
解
析
|
|
何
休
の
場
合

で
は
、
こ
れ
ら
の
注
に
つ
い
て
、
年
代
順
に

mが
ら
図
吉
で
の

番
腕
を
ふ
り
、
特
に
そ
の
災
異
説
と
し
て
の
構
造
に
着
目
し
て
、

基
礎
的
な
解
析
を
試
み
る
。

と
こ
ろ
で
、
解
析
を
す
る
に
嘗
た
り
、
ま
ず
押
さ
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
異
者
非
常

可
怪
先
事
而
至
者
」
「
災
者
有
害
於
人
物
降
事
而
至
者
」

〔
後
に
あ
げ
る

m笈
び
図
〕
と
い
う
、
何
休
自
身
に
よ
る
「
災
」

と
「
異
」
と
に
闘
す
る
一
般
的
定
義
の
存
在
で
あ
る
。
今
こ
れ

を
筆
者
な
り
に
言
い
か
え
る
と
、
「
異
」
は
人
事
の
前
徴
で
あ

り
、
「
災
」
は
人
事
の
應
徴
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
解
析
の
焦
貼
は
、
お
の
ず
と
、
災
異
と
人
事
と

の
前
後
闊
係
に
し
ぼ
ら
れ
る
。

本

憲

（
跡
見
学
園
女
子
大
学
） 司

(70) 
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（
一
）
阜
純
型

図
（
隠
公
五
年
秋
）
嶼
〔
偲
〕
記
災

災
者
有
害
於
人
物
随
事
而
至
者

之
魚
設
苛
令
急
法
以
禁
民
之
所
致

固
（
隠
公
八
年
秋
）
嶼
〔
偲
〕
な
し

先
是
有
狐
壊
之
戦
中
丘
之
役
又
受
邪
田

固
（
桓
公
元
年
）
秋
大
水
〔
偲
〕
記
災

先
是
桓
纂
隠
百
姓
痛
傷
悲
哀
之
心
既
蓄
積

朝
宿
之
邑
陰
逆
而
奥
怨
氣
井
之
所
致

⑪
（
桓
公
十
有
三
年
）
夏
大
水
〔
偲
〕
な
し

為
龍
門
之
戦
死
傷
者
衆
民
悲
哀
之
所
致

⑬
（
桓
公
十
有
四
年
）
秋
八
月
壬
申
御
麒
災
〔
偲
〕
記
災

先
是
龍
門
之
戦
死
傷
者
衆
桓
無
側
痛
於
民
之
心
不

重
宗
廟
之
尊
逆
天
危
先
祖
鬼
神
不
饗
故
天
應
以
災

御
鼠

闘
（
荘
公
六
年
秋
）
嶼
〔
偲
〕
な
し

先
是
伐
術
納
朔
兵
歴
四
時
乃
反

〔災〕

四
十
二
例

民
媛
擾
之
所
生

而
復
専
易

媛
擾
之
應

先
是
隠
公
張
百
金

⑰
（
荘
公
七
年
）
秋
大
水

先
是
荘
公
伐
衛
納
朔

怨
之
所
生

⑱
（
荘
公
十
有
一
年
）
秋
宋
大
水
〔
偲
〕
記
災

先
是
二
國
比
興
兵
相
敗
百
姓
同
怨
而
倶
災

相
典
報
應
之
際
甚
可
畏
之

型
（
荘
公
二
十
年
）
夏
齊
大
災
〔
偲
〕
記
災

痴
者
邪
訛
之
氣
所
生
是
時
魯
任
鄭
贈
夫
人
如
苗
淫

洗
齊
侯
亦
淫
諸
姑
姉
妹
不
嫁
者
七
人

闘
（
荘
公
二
十
有
八
年
）
冬
築
微
大
無
褻
禾
〔
得
〕
闊
係
な

し此
夫
人
淫
洗
之
所
致

聾
（
儘
公
十
有
一
年
）
秋
八
月
大
雪
〔
偲
〕
な
し

公
輿
夫
人
出
會
不
憧
民
之
應

闘
（
億
公
十
有
五
年
秋
）
八
月
螺
〔
偲
〕
な
し

公
久
出
煩
擾
之
所
生

⑭
（
儘
公
二
十
年
夏
）
五
月
乙
巳
西
宮
災
〔
偲
〕
記
災

是
時
億
公
為
齊
所
脅
以
齊
腔
為
嫡
楚
女
廠
在
西
宮

而
不
見
値
悲
愁
怨
職
之
所
生
也

⑮
（
儲
公
二
十
有
一
年
）
夏
大
旱
〔
偲
〕
記
災

故
明
天
人

無
褻
苗
〔
偲
〕
記
災

用
兵
鍮
年
夫
人
数
出
淫
洗

民•

(71) 
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新
作
南
門
之
所
生

闘
（
文
公
八
年
冬
）
蝶
な
し

先
是
公
如
晉
公
子
遂
公
孫
放
比
出

大
夫
燭
擾
之
應

堕
（
宣
公
六
年
）
秋
八
月
蝶
〔
偲
〕
な
し

先
是
宣
公
伐
草
取
向
公
比
如
齊
所
致

囮
（
宣
公
七
年
秋
）
大
旱
〔
偲
〕
な
し

為
伐
莱
躁
時
也

陸
（
宣
公
十
年
秋
）
大
水
〔
億
〕
な
し

先
是
城
平
陽
取
根
牟
及
韻
役
重
民
怨
之
所
生

琶
（
宣
公
十
有
三
年
）
秋
蝶
〔
停
〕
な
し

先
是
新
饒
而
使
靡
父
會
齊
人
伐
草
賦
煎
不
足

遂
虚
下
求
不
已
之
應

陸
（
宣
公
十
有
五
年
）
秋
螺
〔
停
〕
な
し

従
十
三
年
之
後
上
求
未
已
而
又
輝
父
比
年
再
出
會

内
計
税
畝
百
姓
動
擾
之
應

閻
（
成
公
三
年
秋
）
大
零
〔
偲
〕
な
し

成
公
幼
少
大
臣
乗
政
愛
風
政
教
先
是
作
丘
甲

宣
之
戦
伐
鄭
圃
棘
不
値
民
之
所
生

閥
（
成
公
五
年
）
秋
大
水
〔
偲
〕
な
し

不
可
使

為
國
家

先
是
既
有
丘
甲
宣
棘
之
役
又
重
以
城
椰

闘
（
成
公
七
年
）
冬
大
零
〔
停
〕
な
し

先
是
公
會
諸
侯
救
鄭
承
前
不
櫨
民
之
所
致

閻
（
襄
公
五
年
）
秋
大
零
〔
偲
〕
な
し

先

是

襄

公

数

用

兵

園

彰

城

城

虎

牢

三

四

年
如
晉
鍮
年
乃
反
又
賦
飲
重
恩
澤
不
施
之
所
致

罰
（
襄
公
七
年
秋
）
八
月
競
〔
偲
〕
な
し

先
是
郎
小
郷
婁
来
朝
有
賓
主
之
賦
加
以
城
費
季
孫

宿
如
衛
煩
擾
之
應

竪

（

襄

公

八

年

）

秋

九

月

大

零

〔

停

〕

な

し

幻

7
 

由
城
費
公
比
出
會
如
晉
草
人
伐
我
動
擾
不
櫨
民
（

之
應

琶
（
襄
公
九
年
）
春
宋
火
〔
偲
〕
記
災

是
時
周
梨
已
毀
先
聖
法
度
浸
疏
遠
不
用
之
應

罰
（
襄
公
十
有
六
年
秋
）
大
零
〔
停
〕
な
し
、

先
是
伐
許
齊
侯
園
成
動
民
之
應

懇
（
襄
公
十
有
七
年
秋
）
九
月
大
雪
〔
停
〕
な
し

比
年
伯
見
園
不
暇
憧
民
之
應

醒
（
嚢
公
二
十
有
四
年
秋
）
大
水
〔
俯
〕
な
し

前
此
叔
孫
豹
救
晉
仲
孫
躙
侵
齊
比
興
師
衆

民
怨
之

民
怨
之
所
生
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所
生

陸
（
要
公
二
十
有
八
年
）
秋
八
月
大
零
〔
偲
〕
な
し

公
方
欲
如
楚
先
是
豫
賦
子
民
之
所
致

醒
（
裏
公
三
十
年
夏
）
五
月
甲
午
宋
災
伯
姫
卒
〔
偲
〕
な
し

伯
姫
守
證
含
悲
極
思
之
所
生

闊
（
昭
公
三
年
秋
）
八
月
大
零
〔
偲
〕
な
し

先
是
公
季
孫
宿
比
如
晉

囮
（
昭
公
八
年
秋
）
大
零
〔
偲
〕
な
し

先
是
公
如
楚
半
年
乃
蹄
費
多
賦
重
所
致

闘
（
昭
公
十
有
六
年
秋
）
九
月
大
零
〔
偲
〕
な
し

先
是
公
数
如
晉

間
（
昭
公
二
十
有
四
年
）
秋
八
月
大
零
〔
偲
〕
な
し

先
是
公
如
晉
仲
孫
猥
卒
民
被
其
役
／
明
年
叔
侃
出
會

故
秋
七
月
復
大
零

間
（
昭
公
二
十
有
五
年
）
秋
七
月
上
辛
大
零

闊
係
な
し

前
項
叩
を
参
照

図
（
定
公
元
年
秋
）
九
月
大
零
〔
偲
〕
な
し

定
公
得
立
尤
喜
而
不
植
民
之
應

図
（
定
公
七
年
秋
）
大
零
〔
停
〕
な
し

季
辛
又
零
〔
偲
〕

我
自
救
之
役

先
是
公
侵
鄭
城
中
城

費
重
不
憧
民
之
應

闘
（
定
公
七
年
秋
）
九
月
大
零
〔
偲
〕
な
し

承
前
費
重
不
憧
民
又
重
之
以
齊
師
伐
我

図
（
定
公
十
有
二
年
）
秋
大
零
〔
偕
〕
な
し

不
能
事
事
信
用
孔
子
聖
澤
廠

闊
（
哀
公
十
有
三
年
秋
）
九
月
螺
〔
偲
〕
な
し

先
是
用
田
賦
又
有
會
呉
之
費

以
上
四
十
二
例
は
、
い
づ
れ
も
み
な
、
あ
る
一
っ
の
「
災
」

を
人
事
の
應
徴
と
解
繹
し
て
お
り
、
上
の
何
休
自
身
の
定
義
に

合
致
し
た
、
い
わ
ば
皐
純
型
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
言
辟
の

構
造
は
、
「
先
是
」
「
是
時
」
「
前
此
」
な
ど
で
起
こ
し
、
「
應
」

「
所
致
」
「
所
生
」
な
ど
で
結
び
、
そ
の
間
に
人
事
が
入
る
、

と
い
う
型
に
な
っ
て
い
る
〔
な
お
、
後
に
も
述
べ
る
が
、
結
び

の
う
ち
、
「
所
生
」
は
と
も
か
く
も
、
「
應
」
と
「
所
致
」
と

は
、
時
間
の
前
後
闊
係
の
指
標
に
は
な
り
得
な
い
〕
。
と
こ
ろ

で
、
こ
こ
に
言
う
「
人
事
」
と
は
、
多
く
の
場
合
、
皐
獨
で
は

な
く
て
複
数
、
つ
ま
り
、
性
格
の
類
似
し
た
人
事
の
集
合
を
な

し
て
い
る
。
こ
れ
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
る
と
、

(
A
)
（B
)
（C
)

の
三
つ
に
分
解
で
き
る
。

(
A
)
は
、
経
文
の
特
定
で
き
る
も
の
、

季
孫
斯
仲
孫
忌
如
晉

園
運

(73) 
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（
二
）
そ
の
他

こ
こ
で
は
、
皐
純
型
で
は
あ
る
が
、
箇
別
に
解
説
の
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
攀
げ
る
。

堕
（
儘
公
十
有
三
年
）
秋
九
月
大
零
〔
偲
〕
な
し

由
陽
穀
之
會
不
植
民
復
會
子
鍼
城
縁
陵

九
例

0
「
先
是
」
＋
（
A
）
(
B
)
＋（
C
)
＋
「
應
」

燥
擾
之
應

た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
、
箇
々
の
買
例
で
は
、
こ
れ
ら
全
て
の

要
素
が
出
揃
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

「
所
致
」

「
所
生
」

(
B
)
は
、
経
文
の
特
定
で
き
な
い
も
の
〔
賓
例
は
少
な
い
〕
で
、

こ
の
二
つ
は
、
具
髄
的
・
箇
別
的
な
言
辟
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

(
C
)
は、

(
A
)
（B
)
の
結
果
や
性
格
な
ど
の
説
明
で
、

抽
象
的
・
一
般
的
な
言
辟
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
賓
例
で
い
え

ば
、
繰
り
返
し
出
て
く
る
「
煩
擾
」
「
民
怨
」
「
不
憧
民
」
な

ど
が
、
こ
の
(
C
)
に
相
嘗
す
る
。

さ
て
、
以
上
の
解
析
か
ら
、
何
休
の
「
災
」
解
繹
に
お
け
る

言
辟
の
基
本
型
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
定
立
で
き
る
。
そ
れ
は
、

次
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
。

三
つ
の
人
事
の
う
ち
、
最
後
の
「
城
縁
陵
」
は
、

十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
皐
な
る
不
注
意
で
あ
ろ
う
か
？

懇
（
宣
公
十
有
五
年
）
冬
蜂
生
〔
偲
〕
上
愛
古
易
常
應
是
而

有
天
災

應
是
愛
古
易
常
而
有
天
災
鰊
民
用
飢

こ
れ
は
、
何
休
を
待
つ
ま
で
も
な
く
‘
偲
自
櫃
が
す
で
に
「
災
」

を
人
事
の
應
徴
と
解
繹
し
て
い
る
、
き
わ
め
て
珍
し
い
例
で
あ

る。闘
（
昭
公
六
年
）
秋
九
月
大
零
〔
偲
〕
な
し

先
是
季
孫
宿
如
晉
是
後
叔
弓
奥
公
比
如
楚
有
豫
賦
之

燥
也

こ
こ
に
は
、
「
是
後
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
「
豫
賦
」
に
注
目
す
れ
ば
、
皐
純
型
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
な
お
、
醐
を
参
照
。

図
（
定
公
二
年
）
夏
五
月
壬
辰
雉
門
及
雨
観
災
〔
偲
〕
記
災

此
本
子
家
駒
諫
昭
公
所
嘗
先
去
以
自
正
者
昭
公
不
従
其

言
卒
為
季
氏
所
逐
定
公
織
其
後
宜
去
其
所
以
失
之

者
故
災
亦
云
爾

図
（
哀
公
三
年
夏
）
五
月
辛
卯
桓
宮
儘
宮
災
〔
偲
〕
記
災

災
不
宜
立

(74) 
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改
卜
牛
〔
偲
〕
な
し

こ
の
二
例
に
於
い
て
は
、
立
て
た
こ
と
自
慨
が
人
事
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
、
人
事
と
災
異
と
の

封
象
が
同
一
な
の
で
あ
っ
て
、
雨
者
の
闊
係
は
、
他
の
多
く
の

例
の
よ
う
に
象
徴
的
で
は
な
く
、
直
接
的
で
あ
る
。
し
か
も
、

人
事
が
「
立
て
」
、
災
異
が
逆
に
「
こ
わ
す
」
と
い
う
の
だ
か

ら
、
こ
こ
で
は
、
災
異
説
を
解
繹
す
る
場
合
に
よ
く
言
わ
れ
る
、

同
類
相
動
に
よ
る
機
械
論
は
通
用
し
な
い
〔
筆
者
自
身
は
、
同

類
相
動
が
機
械
論
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
が
〕
。
つ
ま
り
、
こ

こ
は
、
純
粋
に
目
的
論
の
世
界
な
の
で
あ
る
。

堕
（
宣
公
）
三
年
春
王
正
月
郊
牛
之
口
傷
改
卜
牛
牛
死

乃
不
郊
猶
三
望
〔
偲
〕
闊
係
な
し

宣
公
養
牲
不
謹
敬
不
緊
清
而
災

四
（
成
公
）
七
年
春
王
正
月
醐
鼠
食
郊
牛
角
改
卜
牛

又
食
其
角
乃
免
牛
〔
偲
〕
な
し

易
京
房
偲
日
祭
天
不
恨
誕
鼠
食
郊
牛
角

重
録
魯
不
覺
窟
重
有
災
也

四
（
定
公
十
有
五
年
春
王
正
月
）
醐
鼠
食
郊
牛

牛
〔
偲
〕
闊
係
な
し

災

不

敬

也

図
（
哀
公
元
年
春
）
誕
鼠
食
郊
牛

牛
死

改
卜

書
又
食
者

誕
鼠

災
不
敬
故

こ
の
四
例
は
、
「
記
災
」
と
い
う
偕
文
が
全
く
見
嘗
た
ら
な

い
た
め
、
『
公
羊
偲
』
の
段
階
で
は
、
「
災
」
と
は
言
え
な
い

が
、
『
漢
書
』
五
行
志
で
は
、
「
災
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
何

休
も
勿
論
、
「
災
」
と
し
て
解
繹
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
解
繹
の
た
め
に
も
ち
出
さ
れ
て
い
る
人
事
は
、
い
づ
れ

も
み
な
、
災
異
そ
の
も
の
に
極
め
て
密
着
し
て
お
り
、
「
災
」

と
言
っ
て
も
、
賓
は
、
限
り
な
く
人
災
に
近
い
。

（
三
）
複
合
型

固
（
桓
公
五
年
秋
）
大
零
〔
偲
〕
記
災

旱
者
政
教
不
施
之
應
先
是
桓
公
無
王
行

所
聘
得
志
益
蒻
去
國
遠
狩
大
城
祝
丘

回
（
桓
公
五
年
秋
）
螺
〔
偲
〕
記
災

蝶
者
燥
擾
之
所
生
典
上
旱
同
説

上
に
あ
げ
た
箪
純
型
で
は
‘
―
つ
の
人
事
（
の
集
合
）
に
一

っ
の
「
災
」
が
封
應
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
複
数
の
「
災
」

が
封
應
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
固
•
間
万
い
う
二
つ
の
「
災
」

が
、
同
一
の
人
事
（
の
集
合
）
の
應
徴
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

四
例

比
為
天
子

故
致
此
旱
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（
一
）
皐
純
型

田
（
隠
公
）
三
年
春
王
二
月
己
巳
日
有
食
之
〔
偲
〕
記
異

異
者
非
常
可
怪
先
事
而
至
者
是
後
衛
州
旺
試
其
君

完
諸
侯
初
僭
魯
隠
係
獲
公
子
翠
進
餡
謀

此
象
君
行
暴
急
外
見
畏

閉
（
桓
公
三
年
）
秋
七
月
壬
辰
朔
日
有
食
之
既
〔
偲
〕
闊
係
な

し是
後
楚
滅
郵
穀
上
僭
稲
王

此
象
君
行
外
彊
内
虚
〔
田
の
注
〕

〔異〕

る
。
次
に
あ
げ
る
例
も
同
様
。

閲
（
荘
公
二
十
有
四
年
秋
）
大
水
〔
停
〕
な
し

夫
人
不
制
遂
淫
二
叔
陰
氣
盛
／
故
明
年
復
水
也

陸
（
荘
公
二
十
有
五
年
）
秋
大
水
鼓
用
牲
子
社
子
門
〔
停
〕

闊
係
な
し

前
項
幽
を
参
照三

十
七
例

⑩
（
桓
公
八
年
）
冬
十
月
雨
雪
〔
停
〕
記
異

周
之
十
月
夏
之
八
月
未
嘗
雨
雪
此
陰
氣
大
盛

象
也
是
後
有
郎
師
龍
門
之
戦
汗
血
尤
深

⑭
（
桓
公
十
有
七
年
）
冬
十
月
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
夫
人
譜
公
為
齊
侯
所
誘
殺

⑲
（
荘
公
十
有
七
年
）
冬
多
塵
〔
偲
〕
記
異

塵
之
為
言
猶
迷
也
象
魯
為
鄭
聰
所
迷
惑
也

⑳
（
荘
公
）
十
有
八
年
春
王
三
月
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
戎
犯
中
國
魯
蔽
鄭
聰
夫
人
如
草
淫
決
不
制
所

致此
象
君
行
儒
弱
見
陵
〔
田
の
注
〕

翻
（
荘
公
十
有
八
年
）
秋
有
蛾
〔
偲
〕
記
異

馘
之
言
猶
惑
也
其
毒
害
傷
人
形
櫃
不
可
見
象
魯

為
鄭
聰
所
惑
其
毒
害
傷
人
将
以
大
嵐
而
不
能
見
也

陸
（
荘
公
二
十
有
九
年
）
秋
有
輩
〔
偲
〕
記
異

輩
者
臭
悪
之
鑑
也
象
夫
人
有
臭
悪
之
行

陸
（
荘
公
三
十
年
秋
）
九
月
庚
午
朔
日
有
食
之
鼓
用
牲
子
社

〔
偲
〕
な
し

是
後
魯
比
試
二
君
秋
滅
邪
衛

闘
（
儲
公
五
年
秋
）
九
月
戊
申
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

兵
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此
象
齊
桓
徳
衰
是
後
楚
遂
背
叛

里
克
比
試
其
二
君

闘
（
儘
公
）
十
有
二
年
春
王
三
月
庚
午
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
楚
滅
黄
秋
侵
衛

翌
（
儘
公
十
有
四
年
）
秋
八
月
辛
卯
沙
鹿
崩
〔
偲
〕
記
異

此
象
天
下
異
齊
桓
欝
卒
覇
道
毀
夷
秋
動
宋
襄
承

其
業
為
楚
所
敗
之
應

囮
（
儘
公
十
有
五
年
）
夏
五
月
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
秦
獲
晉
侯
齊
桓
公
卒
楚
執
宋
公
覇
道
衰
中

國
微
弱
之
應

闘
（
儘
公
）
十
有
六
年
春
王
正
月
戊
申
朔
賞
石
子
宋
五
是
月

六
縞
退
飛
過
宋
都
〔
偲
〕
記
異

王
者
之
後
有
亡
徴
非
新
王
安
存
之
象
故
重
録
為
戒

記
災
異
也
石
者
陰
徳
之
専
者
也
縞
者
鳥
中
之
歌

介
者
皆
有
似
宋
襄
公
之
行
襄
欲
行
覇
事
不
納
公
子

目
夷
之
謀
事
事
敗
介
自
用
卒
以
五
年
見
執
六
年
終

敗
如
五
石
六
鍋
之
数
天
之
興
人
昭
昭
著
明
甚
可

畏
也

⑱
（
文
公
元
年
春
）
二
月
癸
亥
朔
日
有
食
之
〔
侍
〕
な
し

是
後
楚
世
子
商
臣
試
其
君
楚
滅
江
六
狭
比
侵
中
國

秋
伐
晉

滅
温

晉，

題
（
文
公
三
年
秋
）
雨
黍
子
宋
〔
偲
〕
記
異

論
猶
衆
也
衆
死
而
墜
者
革
臣
将
畢
彊
相
残
賊
之
象

是
後
大
臣
比
畢
闘
相
殺
司
城
驚
逃
子
哀
奔
亡
國
家

廓
然
無
人
朝
廷
久
空
蓋
由
三
世
内
要
貴
近
妃
族

禍
自
上
下
故
異
之
云
爾

闘
（
文
公
十
有
一
年
）
冬
十
月
甲
午
叔
孫
得
臣
敗
狭
子
鍼
〔
偲
〕

秋
者
何
長
秋
也
兄
弟
三
人
一
者
之
齊
一
者
之
魯

一
者
之
晉
其
之
齊
者
王
子
成
父
殺
之
其
之
魯
者

叔
孫
得
臣
殺
之
則
未
知
其
之
晉
者
也
（
中
略
）
何
以
書

記
異
也

魯
成
就
周
道
之
封
齊
晉
覇
尊
周
室
之
後
長
秋
之
操

無
羽
闘
之
助
別
之
三
國
皆
欲
為
君
此
象
周
室
衰

證
義
廠
大
人
無
輔
佐
有
夷
秋
行
事
以
三
成
不
可

荀
指
一
故
自
宣
成
欺
往
試
君
二
十
八
亡
國
四
十

闘
（
文
公
十
有
五
年
夏
）
六
月
辛
丑
朔
日
有
食
之
鼓
用
牲
子

社
〔
偲
〕
な
し

是
後
楚
人
滅
庸
宋
人
試
其
君
慮
臼
齊
人
就
其
君
商
人

宣
公
試
子
赤
草
試
其
君
庶
其

堕
（
宣
公
十
有
七
年
夏
）
六
月
癸
卯
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
郷
婁
人
賎
郁
子
四
國
大
夫
敗
齊
師
子
窒
齊
侯
逸
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君
道
微
臣
道
強
之
所
致

陸
（
成
公
五
年
夏
）
梁
山
崩
〔
偲
〕
記
異

此
象
諸
侯
失
勢
王
道
絶
大
夫
撞
恣
為
海
内
害

是
之
後
六
十
年
之
中
試
君
十
四
亡
國
三
十
二

隈
（
成
公
）
＋
有
六
年
春
王
正
月
雨
木
氷
〔
偲
〕
記
異

木

者

少

陽

幼

君

大

臣

之

象

氷

者

凝

陰

兵

之

類

也
氷
脅
木
者
君
臣
欝
執
於
兵
之
徴
也

闘
（
襄
公
十
有
四
年
春
）
二
月
乙
未
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
衛
侯
為
彊
臣
所
逐
出
奔
涙
梁
之
盟
信
在
大
夫

醒
（
襄
公
十
有
五
年
）
秋
八
月
丁
巳
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
惧
梁
之
盟
信
在
大
夫
齊
禁
慈
呉
衛
之
禍
偏
満

天
下

詞
（
襄
公
二
十
有
七
年
）
冬
十
有
二
月
乙
亥
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕

な
し

是
后
閤
殺
呉
子
餘
祭
察
世
子
般
試
其
君
草
人
試
其
君

之
應

璽
（
昭
公
七
年
）
夏
四
月
甲
辰
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
楚
滅
陳
察
楚
試
君
虔
子
乾
硲

皿
（
昭
公
十
有
八
年
）
夏
五
月
壬
午
宋
衛
陳
鄭
災
〔
偲
〕
記
異

四
國
天
下
象
也
是
後
王
室
風
諸
侯
莫
肯
救
故
天 自・

晉
大
夫
専
執

應
以
同
日
倶
災
若
日
無
天
下
云
爾

囮
（
昭
公
十
有
九
年
夏
五
月
）
己
卯
地
震
〔
偲
〕
な
し

季
氏
梢
盛
宋
南
里
以
叛
王
室
大
風
諸
侯
莫
肯
救

晉
人
園
郊
呉
勝
雅
父
手
氏
立
王
子
朝
之
應

図
（
昭
公
二
十
有
一
年
）
秋
七
月
壬
午
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な

し是
後
周
有
纂
禍

圃
（
昭
公
二
十
有
二
年
冬
）
＋
有
二
月
癸
酉
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕

な
し

是
後
晉
人
園
郊
犯
天
子
邑

圃
（
昭
公
二
十
有
四
年
）
夏
五
月
乙
未
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な

し是
後
季
氏
逐
昭
公
呉
滅
巣
試
其
君
僚
又
滅
徐

間
（
昭
公
二
十
有
五
年
夏
）
有
鶴
鵠
来
巣
〔
偲
〕
記
異

非
中
國
之
禽
而
来
居
此
國
國
将
危
亡
之
象
．
鶉
鵠
猶
櫂

欲
宜
穴
又
巣
此
櫂
臣
欲
國
自
下
居
上
之
徴
也
其

後
卒
為
季
氏
所
逐

闘
（
昭
公
三
十
有
一
年
冬
）
十
有
二
月
辛
亥
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕

な
し

是
後
昭
公
死
外

楚
犯
中
國

園
禁
也

(78) 



1495 

霞
（
定
公
）
五
年
春
王
正
月
辛
亥
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
臣
恣
日
甚
魯
失
國
賓
宋
五
大
夫
叛

國
（
定
公
十
有
二
年
冬
）
十
有
一
月
丙
寅
朔
日
有
食
之
〔
俯
〕

な
し

是
後
酵
就
其
君
比
晉
荀
寅
士
吉
射
入
子
朝
歌
以
叛

闘
（
定
公
十
有
五
年
秋
）
八
月
庚
辰
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
衛
劃
職
犯
父
命
盗
殺
禁
侯
申
齊
陳
乞
試
其
君
舎

闊
（
哀
公
十
有
二
年
）
冬
十
有
二
月
螺
〔
偲
〕
記
異

自
是
之
后
天
下
大
風
莫
能
相
禁
宋
國
以
亡
齊
井

於
陳
氏
晉
分
為
六
卿

闘
（
哀
公
十
有
三
年
）
冬
十
有
一
月
有
星
字
子
東
方
〔
偲
〕
記

異周
十
一
月
夏
九
月
日
在
房
心
房
心
天
子
明
堂

布
政
之
庭
於
此
旦
見
典
日
争
明
者
諸
侯
代
王
治
典

法
滅
絶
之
象
是
後
周
室
遂
微
諸
侯
相
兼
為
秦
所
滅

燿

書

道

絶

以
上
三
十
七
例
は
、
い
づ
れ
も
み
な
、
あ
る
一
っ
の
「
異
」

を
人
事
の
前
徴
と
解
繹
し
て
お
り
、
上
の
何
休
自
身
の
定
義
に

合
致
し
た
、
い
わ
ば
皐
純
型
で
あ
る
〔
も
っ
と
も
、
闘
ぽ
後
述

す
る
複
合
型
の
含
み
も
あ
る
〕
。
そ
し
て
、
そ
の
言
辟
の
構
造

は
、
時
の
指
標
で
あ
る
「
是
後
」
に
人
事
(
A
)
(
B
)
が
結
び
つ

い
た
も
の
が
、
核
を
な
し
て
い
る
。
多
く
の
例
は
、
こ
の
核
の

み
で
成
立
し
て
い
る
が
、
核
の
上
に
、
「
象
」
に
人
事
(
C
)
が
結

び
つ
い
た
も
の
が
、
附
加
さ
れ
て
い
る
例
も
か
な
り
あ
る
〔
な

お
、
「
災
」
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
(
C
)
の
解
説
の
う
ち
、
「
結
果
」

と
い
う
言
葉
は
、
こ
こ
で
は
不
適
切
で
あ
る
か
ら
、
ぬ
い
て
考

え
る
〕
。
ま
た
、
核
の
下
に
、

(
C
)
が
附
加
さ
れ
、
「
應
」
や

「
所
致
」
で
結
ぶ
、
と
い
う
例
も
か
な
り
あ
る
〔
結
び
だ
け
で

(
C
)
は
な
い
場
合
も
あ
る
が
〕
。

さ
て
、
以
上
の
解
析
か
ら
、
何
休
の
「
異
」
解
繹
に
お
け
る

言
辟
の
基
本
型
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
、
二
つ
定
立
で
き
る
。

そ
れ
ら
は
、
次
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
。

0
「
象
」
＋
（
C
）
＋
「
是
後
」
＋
（
A
）（
B
)

0
「
是
後
」
＋
（
A
）（
B
)
＋（
C
)
＋
「
應
」
「
所
致
」

た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
、
箇
々
の
責
例
で
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
要

素
が
出
揃
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
「
災
」
の
場
合
と

同
様
で
あ
る
〔
な
お
、
細
か
く
言
う
と
、
「
象
」
に
(
B
)
が
結

び
つ
い
た
場
合
、

(
C
)
が
(
A
)
（B
)
と
闘
わ
り
な
い
場
合
な
ど

も
あ
る
が
、
煩
瑣
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
例
外
と
し
て
お

(79) 
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＜
〕
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
、
特
に
後
者
に
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
後
者
が
「
災
」

の
場
合
と
全
く
同
型
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
、

後
に
詳
述
す
る
。

（
二
）
そ
の
他

こ
こ
で
は
、
皐
純
型
で
は
あ
る
が
、
箇
別
に
解
説
の
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
攀
げ
る
。

固
（
隠
公
九
年
春
三
月
）
庚
辰
大
雨
雪
〔
偲
〕
記
異

蓋
師
説
以
為
平
地
七
尺
雪
者
盛
陰
之
氣
也
八
日
之
間

先
示
隠
公
以
不
宜
久
居
位
而
織
以
盛
陰
之
氣
大
怒
此

桓
将
怒
而
試
隠
公
之
象

こ
こ
は
、
定
義
に
反
す
る
も
の
と
し
て
後
に
攀
げ
る
国

l

〔こ

れ
よ
り
七
日
前
の
異
「
癸
酉
大
雨
震
電
」
〕
と
闊
係
す
る
。
つ

ま
り
、
隠
公
の
居
坐
り
と
い
う
人
事
の
應
徴
と
し
て
異
出
が
起

こ
り
〔
だ
か
ら
、
定
義
に
反
す
る
の
で
あ
る
〕
、
ひ
き
つ
づ
い

て
起
こ
っ
た
異
固
は
、
桓
公
に
よ
る
隠
公
試
殺
の
前
徴
で
あ
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
例
を
わ
ざ
わ
ざ
箇
別
に
と
り
攀
げ
た

わ
け
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
人
事
が
、
獨
立
の
も
の
、
あ
る
い

例

は
、
獨
立
の
も
の
の
阜
な
る
集
合
で
あ
っ
た
〔
春
秋
経
文
は
そ

れ
ぞ
れ
獨
立
し
て
い
る
か
ら
、
嘗
然
な
の
だ
が
〕
の
に
封
し
て
、

こ
こ
で
は
、
国
に
闘
わ
る
人
事
と
固
に
開
わ
る
人
事
と
が
、
獨

立
で
は
な
く
、
登
展
し
て
ゆ
く
一
連
の
人
事
だ
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
災
異
と
人
事
と
の
封
應
づ
け
、
つ
ま
り
、

災
異
を
、
疲
展
し
て
ゆ
く
一
連
の
人
事
の
流
れ
の
中
に
、
適
宜

配
置
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
賓
際
の
災
異
解
繹
、
特
に
『
春

秋
』
の
災
異
解
繹
で
は
、
そ
の
封
象
の
性
格
か
ら
し
て
、
方
法

的
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
あ
ま
り
例
を
見
な
い
が
、
理
論
と
し

て
は
、
か
な
り
整
っ
た
型
で
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
董
仲
舒
に

よ
る
「
災
」
と
「
異
」
と
に
開
す
る
一
般
的
定
義
に
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

〇
臣
謹
案
春
秋
之
中
視
前
世
已
行
之
事
以
観
天
人
相
典

之
際
甚
可
畏
也
國
家
将
有
失
道
之
敗
而
天
乃
先
出

災
害
以
譴
告
之
不
知
自
省
又
出
怪
異
以
警
儘
之
尚

不
知
愛
而
傷
敗
乃
至
以
此
見
天
心
之
仁
愛
人
君
而
欲

止
其
風
也
〔
『
漢
書
』
本
偲
〕

こ
れ
は
、
上
に
攀
げ
た
何
休
の
定
義
と
は
異
な
る
、
も
う
一

つ
の
定
義
と
言
え
る
が
、
董
仲
舒
の
災
異
説
の
構
造
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
解
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(80) 
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（
三
）
複
合
型

閥
（
荘
公
二
十
有
五
年
夏
）
六
月
辛
未
朔
日
有
食
之

子
社
〔
偲
〕
闊
係
な
し

是
後
夫
人
遂
不
制
通
於
二
叔

十
一
例

殺
二
嗣
子
也

鼓
用
牲

圃
（
昭
公
二
十
有
三
年
秋
）
八
月
乙
未
地
震
〔
偲
〕
な
し

是
時
猛
朝
更
起
典
王
畢
入
遂
至
数
年
晉
陵
周
党

呉
敗
六
國
季
氏
逐
昭
公
呉
光
試
僚
滅
徐
故
日
至

三
食
地
為
再
動

こ
れ
は
、
五
つ
の
異
〔
既
出
の
囮
•
国
・
圃
・
圃
及
び
こ
こ

の
園
〕
を
継
括
的
に
述
べ
て
い
る
、
珍
し
い
例
で
あ
る
。
た
だ

し
、
圃
以
外
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
嘗
該
箇
所
に
、
同
様
の
解
説
が

つ
い
て
い
る
。

闘
（
哀
公
）
＋
有
四
年
春
西
狩
獲
麟
〔
偲
〕
記
異

麟
者
木
精
薪
采
者
庶
人
燃
火
之
意
此
赤
帝
将
代

周
居
其
位
故
麟
為
薪
采
者
所
執
麟
於
周
為
異
春
秋

記
以
為
瑞

こ
れ
は
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
災
異
が
祥
瑞
も
兼
ね
る

と
い
う
、
周
知
の
解
繹
で
あ
る
。

聾
（
荘
公
二
十
有
六
年
）
冬
十
有
二
月
癸
亥
朔
日
有
食
之
〔
億
〕

な
し

異
典
上
日
食
略
同

上
に
あ
げ
た
皐
純
型
で
は
‘
―
つ
の
人
事
（
の
集
合
）
に
一

玄
3

「
異
」
が
封
應
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
‘
複
数
の
「
異
」

が
封
應
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
加
]
•
閲
で
い
う
二
つ
の
「
異
」

が
、
同
一
の
人
事
（
の
集
合
）
の
前
徴
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
以
下
同
様
で
あ
る
が
、
最
後
の
も
の
だ
け
は
、
三
例
が
一

組
で
あ
る
。

闘
（
宣
公
八
年
）
秋
七
月
甲
子
日
有
食
之
既
〔
偲
〕
な
し

是
後
楚
荘
王
園
宋
析
骸
易
子
伐
鄭
勝
晉
．
鄭
伯
肉
祖

晉
大
敗
於
姉
中
國
精
奪
屈
服
強
楚
之
應

竪
（
宣
公
十
年
）
夏
四
月
丙
辰
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

典
甲
子
既
同
事
重
故
累
食

閻
（
成
公
十
有
六
年
夏
）
六
月
丙
寅
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

是
後
楚
滅
舒
庸
晉
属
公
見
餓
殺
／
尤
重
故
十
七
年
復

食

陸
（
成
公
十
有
七
年
冬
）
十
有
二
月
丁
巳
朔
日
有
食
之

な
し

前
項
四
を
参
照

(81) 
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（一）

「
災
」
を
人
事
の
前
徴
と
し
て
い
る
も
の
四
例

〔
定
義
に
反
す
る
も
の
〕

睦
（
襄
公
二
十
有
四
年
）
秋
七
月
甲
子
朔
日
有
食
之
既
〔
偲
〕

な
し

是
後
楚
滅
舒
鳩
齊
崖
抒
術
宵
喜
試
其
君

睦
（
襄
公
二
十
有
四
年
秋
）
八
月
癸
巳
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な

し興
甲
子
同

罰
（
昭
公
十
有
五
年
夏
）
六
月
丁
巳
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

井
十
七
年
食
蓋
奥
李
子
大
辰
同
占

璽
（
昭
公
十
有
七
年
）
夏
六
月
甲
戌
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

前
項
罰
を
参
照

圃
（
昭
公
十
有
七
年
）
冬
有
星
字
子
大
辰
〔
偲
〕
記
異

心
者
天
子
明
堂
布
政
之
宮
亦
為
李
彗
者
邪
風
之

氣
掃
故
置
新
之
象
是
後
周
分
為
二
天
下
雨
主
宋

南
里
以
亡

（二）

「
異
」
を
人
事
の
應
徴
と
し
て
い
る
も
の
十
二
例

闘
（
宣
公
十
有
六
年
）
夏
成
周
宣
謝
災
〔
偲
〕
記
災

天
災
中
興
之
築
器
示
周
不
復
興

四
（
成
公
三
年
春
二
月
）
甲
子
新
宮
災
三
日
哭
〔
停
〕
記
災

此
象
宣
公
纂
立
嘗
誅
絶
不
宜
列
昭
穆
成
公
幼
少

臣
威
大
重
結
怨
彊
齊
欝
不
得
久
承
宗
廟
之
應

こ
こ
は
、
前
半
に
‘
嘗
為
と
い
う
新
た
な
要
素
が
入
っ
て
い

る
が
、
全
謄
的
に
み
て
、
「
異
」
の
皐
純
型
の
と
こ
ろ
で
攀
げ

た
醐
で
、
同
型
で
あ
る
。

闊
（
昭
公
九
年
）
夏
四
月
陳
火
〔
偲
〕
闊
係
な
し

隙
已
滅
復
火
者
死
灰
復
燃
之
象
也
此
天
意
欲
存
之

故
従
有
國
記
災

國
（
哀
公
四
年
夏
）
六
月
辛
丑
蒲
社
災
〔
偲
〕
記
災

戒
社
者
先
王
所
以
威
示
教
戒
諸
侯
使
事
上
也
災
者

象
諸
侯
背
天
子
是
後
宋
事
彊
呉
齊
晉
前
願
膝
酵
侠

毅
魯
衛
駿
乗
故
天
去
戒
社
若
日
王
教
滅
絶
云
爾

こ
こ
は
、
「
象
」
と
あ
り
、
「
是
後
」
と
あ
っ
て
、
先
に
定

立
し
た
「
異
」
の
基
本
型
そ
の
も
の
で
あ
る
。

(82) 
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困
（
隠
公
九
年
春
）
三
月
癸
酉
大
雨
震
電
〔
偲
〕
記
異

震
雷
電
者
陽
氣
也
（
中
略
）
周
之
三
月
夏
之
正
月

雨
嘗
水
雪
維
下
雷
嘗
聞
於
地
中
其
雉
雛
電
未
可
見

而
大
雨
震
電
此
陽
氣
大
失
其
節
猶
隠
公
久
居
位
不
反

於
桓
失
其
宜
也
（
中
略
）
痰
於
九
年
者
陽
数
以
極

而
不
還
國
於
桓
之
所
致

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
上
に
あ
げ
た
異
固
を
参
照

⑳
（
荘
公
三
十
有
一
年
）
冬
不
雨
〔
偲
〕
記
異

京
房
易
博
日
旱
異
者
旱
久
而
不
害
物
也
斯
藤
去
公

室
福
由
下
作
故
陽
雖
不
施
而
陰
道
獨
行
以
成
萬

物
也
先
是
比
築
三
蚤
慶
牙
専
政
之
應

こ
こ
は
、
「
先
是
」
で
起
こ
し
、
「
應
」
で
結
ん
で
い
て
、

先
に
定
立
し
た
「
災
」
の
基
本
型
そ
の
も
の
で
あ
る
。

闘
（
儘
公
二
年
）
冬
十
月
不
雨
〔
偲
〕
記
異

説
典
前
同

開
（
儘
公
）
三
年
春
王
正
月
不
雨
〔
偲
〕
な
し

陸
（
儲
公
三
年
）
夏
四
月
不
雨
〔
偲
〕
記
異

時
儘
公
得
立
欣
喜
不
憧
庶
衆
比
致
三
旱

以
上
の
三
例
は
一
組
で
あ
る
。
つ
ま
り
‘
⑳
.
闘
]
．
醐
で
い

う
三
つ
の
「
異
」
が
、
同
一
の
人
事
の
應
徴
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
り
、
い
わ
ば
逆
複
合
型
で
あ
る
。

陸
（
儘
公
十
年
）
冬
大
雨
雹
〔
偲
〕
記
異

夫
人
専
愛
之
所
生
也

堕
（
儘
公
二
十
有
九
年
）
秋
大
雨
雹
〔
偲
〕
な
し

夫
人
専
愛
之
所
生

こ
の
二
例
の
人
事
「
夫
人
専
愛
」
は
、
経
文
を
特
定
し
に
く

い
が
、
既
に
、
八
年
の
「
秋
七
月
諦
子
大
廟
用
致
夫
人
」
あ

た
り
を
も
指
し
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
過
去
の
人
事
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
「
所
生
」
と
い
う
の
は
、
前
徴
に

‘、’3
 

は
使
わ
れ
な
い
言
葉
の
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
も
、

8
 

賓
は
逆
複
合
型
で
あ
る
。
•
(

醒
（
襄
公
二
十
年
）
冬
十
月
丙
辰
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な
し

自
惧
梁
之
盟
臣
恣
日
甚
故
比
年
日
食

閻
（
襄
公
二
十
有
一
年
秋
）
九
月
庚
戌
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な

し

閻
（
襄
公
二
十
有
一
年
）
冬
十
月
庚
辰
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕
な

し

竪
（
襄
公
）
二
十
有
三
年
春
王
二
月
癸
酉
朔
日
有
食
之
〔
偲
〕

な
し

こ
こ
も
、
四
つ
の
異
堕
・
岡
・
闘

l

．
醐
祁
、
同
一
の
人
事
の
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（
二
）
異

⑫
（
桓
公
十
有
四
年
春
）
無
氷
〔
偲
〕
記
異

周
之
正
月
夏
之
十
一
月
法
嘗
堅
氷

此
夫
人
淫
洗
陰
而
陽
行
之
所
致

こ
こ
は
、
人
事
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
も
ち
ろ
ん
、
経
文
も
特

定
で
き
な
い
。
ま
た
、
「
所
致
」
と
い
う
言
葉
は
、
應
徴
に
も

十
一
例

（
一
）
災
例
な
し

無
氷
者

〔
應
徴
か
前
徴
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
〕

温
也

應
徴
と
さ
れ
て
い
て
、
逆
複
合
型
で
あ
る
。

図
（
哀
公
十
有
三
年
冬
）
＋
有
二
月
蝶
〔
偲
〕
な
し

黄
池
之
會
費
重
煩
之
所
致

「
螺
」
は
、
普
通
、
秋
に
現
わ
れ
、
そ
の
場
合
は
「
災
」
で

あ
る
が
、
冬
の
場
合
は
「
異
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
は
、

「
異
」
を
人
事
の
應
徴
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
皐
純

型
の
と
こ
ろ
で
あ
げ
た
図
を
参
照
。

前
徴
に
も
使
わ
れ
、
時
の
指
標
と
な
り
得
な
い
。

⑬
（
儘
公
十
有
五
年
秋
九
月
）
己
卯
晦
震
夷
伯
之
廟

至
子
秋
七
月
〔
偲
〕
な

此
象
桓
公
徳
衰
彊
楚
以
邪
勝
正
儘
公
蔽
於
季
氏
季

氏
蔽
於
陪
臣
陪
臣
見
信
得
櫓
僭
立
大
夫
廟
天
意
若

日
蔽
公
室
者
是
人
也
嘗
去
之

こ
こ
に
は
「
象
」
と
あ
っ
て
、
「
象
」
は
普
通
、
前
徴
に
使

わ
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
ま
た
、
「
彊
楚
以
邪
勝
正
」
は
、
二
十

二
年
の
乱
の
戦
い
を
指
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
「
僭
立
大
夫
廟
」

は
、
明
ら
か
に
過
去
の
人
事
で
あ
る
。

胚
（
儘
公
三
十
有
三
年
冬
十
有
二
月
）
買
霜
不
殺
草
李
梅
賓

〔
偲
〕
記
異

此
腺
去
公
室
政
在
公
子
遂
之
應
也

堕
（
文
公
二
年
）
自
十
有
二
月
不
雨
至
子
秋
七
月
〔
偲
〕
記

異此
祓
去
公
室
政
在
公
子
遂
之
所
致
也

闘
（
文
公
十
年
）
自
正
月
不
雨
至
子
秋
七
月
〔
偲
〕
な
し

公
子
遂
之
所
招

詞
（
文
公
十
有
三
年
）
自
正
月
不
雨

し

記

(84) 



1501 

公
子
遂
所
致

こ
の
四
例
の
人
事
は
、
い
づ
れ
も
み
な
、
公
子
遂
に
か
か
わ

る
も
の
だ
が
、
「
應
」
や
「
所
致
」
は
、
應
徴
に
も
前
徴
に
も

使
わ
れ
、
ま
た
、
「
所
招
」
は
、
唯
一
の
例
で
あ
っ
て
、
い
づ

れ
も
み
な
、
時
の
指
標
と
は
な
り
得
な
い
。
ち
な
み
に
、
公
子

遂
は
、
同

l

の
だ
い
ぶ
以
前
か
丘
睦
の
だ
い
ぶ
以
後
ま
で
、
長
い

期
間
に
わ
た
っ
て
、
経
文
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

陸
（
成
公
元
年
春
二
月
）
無
氷
〔
偲
〕
な
し

是
時
成
公
幼
少
季
孫
行
父
専
櫂
而
委
任
之
所
致

こ
こ
は
、
「
所
致
」
だ
か
ら
決
め
手
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
季

孫
行
父
は
、
以
前
に
も
以
後
に
も
、
経
文
に
登
場
す
る
。

堕
（
成
公
十
有
六
年
夏
六
月
）
甲
午
晦
〔
側
〕
記
異

此
王
公
失
道
臣
代
其
治
故
陰
代
陽

こ
こ
は
、
人
事
が
具
謄
性
を
鋏
い
て
お
り
、
ま
た
、
「
故
」

は
、
論
理
的
闊
係
を
示
す
だ
け
で
、
時
の
前
後
闘
係
は
示
せ
な

‘゚
’
>
 

陸
（
嚢
公
）
二
十
有
八
年
春
無
氷
〔
偲
〕
な
し

豹
躙
為
政
之
所
致

こ
こ
も
、
「
所
致
」
だ
か
ら
決
め
手
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
叔

孫
豹
と
仲
孫
躙
の
雨
名
は
、
以
前
に
も
以
後
に
も
、
経
文
に
登

（
一
）
災
例
な
し

場
す
る
。

圃
（
昭
公
三
年
）
冬
大
雨
雹
〔
偲
〕
な
し

為
季
氏

罰
（
昭
公
）
四
年
春
王
正
月
大
雨
雪
〔
停
〕
な
し

為
季
氏

こ
の
二
例
に
は
、
「
為
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
何

の
決
め
手
に
も
な
ら
な
い
。

な
お
、
こ
こ
で
「
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
い
う
の
は
、
あ
く

ま
で
、
筆
者
に
と
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
強
い
て
ど
ち
ら

か
に
誤
め
、
と
言
わ
れ
れ
ば
、
筆
者
に
も
用
意
が
あ
る
。
そ
の

場
合
は
、
こ
れ
ら
の
異
を
、
い
づ
れ
も
み
な
、
定
義
に
合
致
す

る
「
前
徴
」
と
し
て
で
は
な
く
、
定
義
に
反
す
る
「
應
徴
」
と

し
て
誤
み
た
い
と
思
う
〔
閥
だ
け
は
や
や
躊
躇
す
る
が
〕
。
そ

う
す
る
と
、
こ
の
項
目
は
な
く
な
り
、
全
て
、
定
義
に
反
す
る

も
の
に
吸
収
さ
れ
る
。

〔
應
徴
で
も
あ
り
前
徴
で
も
あ
る
も
の
〕
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闘
（
荘
公
七
年
）
夏
四
月
辛
卯
夜
恒
星
不
見

〔
偲
〕
記
異

列
星
者
天
之
常
宿
分
守
度
諸
侯
之
象
周
之
四
月

夏
之
二
月
昏
参
伐
狼
注
之
宿
嘗
見
参
伐
主
斬
文
立
義

狼
注
主
持
衡
平
也
皆
滅
者
法
度
廠
絶
威
信
陵
選
之

象
時
天
子
微
弱
不
能
誅
衛
侯
朔
是
後
遂
失
其
政

諸
侯
背
叛
王
室
日
卑

こ
こ
は
、
上
に
「
象
」
と
あ
り
、
下
に
「
是
後
」
と
あ
っ
て
、

こ
の
限
り
で
は
、
「
異
」
解
繹
の
基
本
型
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
間
に
「
時
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
過
去
の
人
事
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
前
徴
の
中
に
、
應
徴
的
要
素
が
忍
び
込
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。

翌
（
文
公
九
年
秋
）
九
月
癸
酉
地
震
〔
侍
〕
記
異

天
動
地
静
者
常
也
地
動
者
象
陰
為
陽
行
是
時
魯

文
公
制
於
公
子
遂
齊
晉
失
道
四
方
叛
徳
星
字
之
萌

自
此
而
作
故
下
典
北
斗
之
愛
所
感
同
也

こ
こ
は
、
「
是
後
」
と
は
な
い
が
、
前
項
四
と
同
じ
こ
と
が

（二）

六
例

夜
中
星
寅
如
雨

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
次
に
あ
げ
る
闘
で
よ
っ
て
、
「
齊
晉

失
道
四
方
叛
徳
」
は
将
来
の
人
事
で
あ
り
、
す
ぐ
上
に
「
是

後
」
が
つ
い
て
い
る
も
同
然
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
、

か
ら
で
あ
る
。

題
（
文
公
十
有
四
年
）
秋
七
月
有
星
字
入
子
北
斗
〔
偲
〕
記
異

李
者
邪
風
之
氣
繕
者
掃
故
置
新
之
象
也
北
斗

天
之
櫃
機
玉
衡
七
政
所
出
是
時
桓
文
迩
息
王
者
不

能
統
政
自
是
之
後
齊
晉
並
争
呉
楚
更
謀
競
行
天

子
之
事
齊
宋
草
魯
試
其
君
而
立
之
應

こ
こ
も
、
「
象
」
「
自
是
之
後
」
「
應
」
が
、
前
徴
で
あ
る

こ
と
を
示
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
是
時
」
は
、
應
徴
的
要

素
で
あ
る
。
な
お
、
闘
て
闘
ど
は
、
前
徴
に
闘
し
て
は
、
複
合

型
で
あ
る
。

墾

）

五

月

甲

子

地

震

な

し

是
時
襖
梁
之
盟
政
在
臣
下
其
後
叛
臣
二

]
t

楚
滅
舒
鳩
齊
襲
草
乖
離
出
奔
兵
事
最
号

こ
こ
は
、
「
其
後
」
の
方
が
主
な
の
で
あ
ろ
う
が
、

が
應
徴
的
要
素
で
あ
る
こ
と
に
、
か
わ
り
は
な
い
。

図
（
定
公
元
年
）
冬
十
月
貧
霜
殺
寂
〔
偲
〕
何
以
書

此
災
寂
也
昂
為
以
異
書
異
大
乎
災
也

記
異
也

「
是
時
」
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異
者
所
以
為
人
戒
也
重
異
不
重
災
君
子
所
以
貴
教

化
而
賤
刑
罰
也
周
十
月
夏
八
月
微
霜
用
事
未
可

殺

寂

赦

者

少

類

為

稼

強

季

氏

象

也

是

時

定

公

喜
於
得
位
而
不
念
父
謡
逐
之
恥
反
為
淫
祀
立
燭
宮

故
天
示
以
嘗
早
誅
季
氏

こ
こ
は
、
「
異
」
の
方
を
重
ん
ず
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
前

徴
を
強
調
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
嘗
」
と
あ
る
よ
う
に
、

寅
際
に
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
徴
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

嘗
為
で
あ
り
、
し
か
も
、
「
是
時
」
と
あ
っ
て
、
應
徴
的
要
素

が
入
り
こ
ん
で
い
る
。
な
お
、
一
般
に
、
天
の
戒
め
に
は
二
種

類
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
―
つ
は
、
こ
う
せ
よ
と
い
う
命
令
、
つ

ま
り
嘗
為
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
、
こ
う
い
う
悪
い
事
が
起
こ

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
指
摘
、
つ
ま
り
前
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
五
行
志
に
頻
出
す
る
「
天

戒
若
日
」
に
焦
貼
を
あ
て
て
、
稿
を
改
め
て
檄
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

図
（
哀
公
三
年
）
夏
四
月
甲
午
地
震
〔
偲
〕
な
し

此
象
季
氏
専
政
劃
睛
犯
父
命
是
後
禁
大
夫
専
相
放

盗
殺
禁
侯
申
辟
伯
晉
而
京
師
楚
黄
池
之
會
呉
大
為

主

以
上
、
百
三
十
九
條
に
つ
い
て
、
公
正
さ
を
期
す
る
た
め
に
、

お
わ
り
に

こ
こ
は
、
「
象
」
と
あ
る
が
、
そ
の
下
は
過
去
の
人
事
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
「
象
」
が
珍
し
く
、
應
徴
に
使
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
上
の
閥
が
ら
四
百
で
の
五
例
で
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
、
前
徴
が
主
で
應
徴
が
従
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
例

で
は
、
雨
者
に
差
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
、
應
徴
で
も
あ
り
前
徴
で
も
あ
る
と
す

る
解
繹
に
は
、
次
の
よ
う
な
先
例
が
あ
る
。

〇
桓
公
三
年
七
月
壬
辰
朔
日
有
食
之
既
董
仲
舒
劉
向
以
為

前
事
已
大
後
事
腔
至
者
又
大
則
既
先
是
魯
宋
就
君

魯
又
成
宋
風
易
許
田
亡
事
天
子
之
心
楚
僭
稲
王

後
鄭
岨
王
師
射
桓
王
又
二
君
相
纂
〔
『
漢
書
』
五
行

志〕
こ
れ
は
、
寅
は
、
皆
既
食
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
の
だ

が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
董
仲
舒
の
災
異
説
の
構
造
は
、

別
に
解
析
す
る
。
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と
な
る
。
つ
ま
り
、
か
た
や
應
徴
か
た
や
前
徴
と
い
う
、
時
間

の
方
向
性
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
應
」
あ
る
い
は
「
所

致
」
と
い
う
、
同
一
の
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
三
貼
か
ら
、
い
っ
た
い
何
が
言
え
る
の
か
。

結
論
は
平
凡
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
何
休
は
、
災
と
異
と
の
賑

別
、
あ
る
い
は
、
應
徴
と
前
徴
と
の
賑
別
に
、
あ
ま
り
神
経
質

に
な
っ
て
い
な
い
、
言
い
か
え
れ
ば
、
あ
ま
り
厳
密
性
を
要
求

異災

「
先
是
」
＋
（
A
）（
B
)
＋（
C
)
＋
「
應
」

「
是
後
」
＋
（
A
）（
B
)
＋（
C
)
＋
「
應
」

「
所
致
」

「
所
致
」

最
後
の
貼
に
つ
い
て
、
も
う

そ
の
全
て
を
攀
げ
〔
停
・
注
の
文
そ
の
も
の
は
、
適
宜
、
祓
粋

し
て
あ
る
〕
、
ま
た
、
煩
維
さ
を
避
け
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ

一
度
だ
け
攀
げ
、
基
礎
的
な
解
析
を
し
た
。
今
こ
こ
で
、
そ
れ

ら
を
回
想
し
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
貼
を
、
解
析
の
結
果
と

し
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
三
つ
に
な
る
。

(
1
)
何
休
自
身
の
定
義
に
反
す
る
も
の
が
数
多
く
あ
る
こ
と

(
2
)
應
徴
と
前
徴
と
を
兼
ね
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と

(
3
)
「
災
」
と
と
の
基
本
型
が
同
じ
で
あ
る
こ
と

基
本
型
を
あ
げ
る
と
、

し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
盛
き
る
。
た
し
か
に
、
四
万
ど

に
注
目
す
れ
ば
、
「
あ
ら
か
じ
め
戒
め
る
」
と
い
う
奴
用
の
貼

か
ら
、
「
異
」
を
特
に
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
『

春
秋
』
の
よ
う
な
過
去
の
人
事
に
於
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
嘗

為
は
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
人
が
戒
め
を

聞
き
入
れ
た
例
は
、
詞
万
ど
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
な
い
、
か

ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
異
」
は
所
詮
、
皐
な
る
前
徴
に
過

ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ご
く
大
ざ
っ

ぱ
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
「
何
休
の
『
春
秋
』
災
異
解
繹
と
は
、

災
異
経
文
に
注
目
し
、
そ
れ
と
封
應
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
事

経
文
を
、
そ
れ
よ
り
前
、
あ
る
い
は
後
か
ら
、
探
し
出
す
作
業

で
あ
る
」
と
言
え
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
平
凡
な
結
論
か
ら
、
我
々
が
受
け
と
る

べ
き
教
訓
は
、
災
異
思
想
の
眼
目
は
、
あ
く
ま
で
、
災
異
と
人

事
と
の
相
感
性
そ
の
も
の
に
あ
り
、
災
異
思
想
を
云
々
す
る
に

際
し
て
は
、
應
徴
と
前
徴
と
を
厳
密
に
源
別
す
る
こ
と
に
、
あ

ま
り
意
味
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平

凡
と
は
い
え
、
こ
の
結
論
は
、
「
董
仲
舒
に
在
っ
て
は
災
異
は

飽
く
ま
で
君
主
に
封
す
る
警
告
な
る
を
以
て
、
必
ず
過
去
の
行

為
に
聯
闊
し
て
解
繹
せ
ら
れ
、
将
来
疲
生
す
べ
き
社
會
的
事
態
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筆
者
は
、
．
先
に
、
「
春
秋
公
羊
偲
」
及
び
何
休
「
春
秋
公
羊

経
偲
解
詰
」
の
日
本
語
全
繹
と
し
て
、
『
春
秋
公
羊
偲
何
休
解

詰
』
を
上
梓
し
た
が
〔
汲
古
書
院
・
一
九
九
三
年
―
二
月
〕
、

そ
の
冒
頭
の
解
説
に
於
い
て
、
「
孔
子
《
春
秋
》
に
か
か
わ
る
、

〔
附
記
〕

に
封
す
る
暗
示
的
意
味
は
毛
頭
無
い
。
此
の
雨
者
を
酎
比
す
る

時
、
我
我
は
董
仲
舒
よ
り
睦
弘
に
至
る
間
に
、
災
異
説
は
君
主

櫂
の
過
大
を
防
止
せ
む
と
す
る
憲
法
的
性
格
か
ら
未
来
を
豫
知

せ
む
と
す
る
迷
信
的
色
彩
を
帯
び
る
に
至
っ
た
こ
と
を
看
取
し

得
る
」
〔
重
澤
俊
郎
『
周
漢
思
想
研
究
』
百
九
十
八
頁
〕
と
い

っ
た
よ
う
な
言
説
を
批
判
す
る
の
に
、
有
力
な
武
器
の
一
っ
と

な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
は
勿
論
、
も
う
一
っ
‘

董
仲
舒
自
身
の
災
異
説
の
構
造
解
析
が
必
須
で
あ
る
。

過
去
の
経
學
的
普
為
を
、
『
春
秋
學
』
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
そ

れ
ら
に
か
か
わ
る
、
現
在
の
我
々
の
學
問
的
瞥
為
は
、
さ
し
づ

め
、
『
春
秋
學
』
學
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ

ろ
で
、
學
問
で
あ
る
か
ら
に
は
、
論
ず
る
こ
と
が
主
眼
と
な
る

の
は
、
嘗
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
従
来
の
所
謂
『
春
秋
學
』

學
で
は
、
論
ず
る
こ
と
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
讀
む
こ
と
が
疏
か
に

さ
れ
て
き
た
、
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
い
さ
さ
か
迂
遠

で
は
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
て
、
文
獣
資
料
を
じ
っ

く
り
誤
ん
で
み
よ
う
、
と
い
う
の
が
、
本
書
の
殺
想
で
あ
る
」

と
述
べ
て
お
い
た
。
そ
れ
で
は
、
じ
っ
く
り
讀
ん
で
み
る
と
、

ど
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
I

今
ま
で
と
は
違
っ
た
こ

と
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
讀
書
箭
記
風
に
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
を
垣
間
見
よ
う
と
し
た
の
が
、
本
稿
で
あ
る
。

(89) 


